
東アジア世界史研究センター平成22年度シンポジウム

モノの移動と

舎代索アジア世界

－鯛鋒半島と日本列島を＋心に
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文部科学省私立大学学術研究高度化推進事業（オープン・リサーチ・センター整備事業）

「古代東アジア世界史と留学生」

日時：平成２２年１１月２０日（土）１４：００～１６：２０

２１日（日）１１：００～１６：００

会場：専修大学神田校舎１号館３階３０１教室



東アジア世界史研究センターの研究計画く概要〉

【研究目的】

これまでの東アジア世界を対象とした歴史研究プロジェクトは、壮大なテーマを掲げて取り組んできましたが、本プロジ

ェクトは、追求すべきテーマを絞り込み、古代東アジア世界を流動した人々との対比を視野に入れた上で、東アジアの国々

が､様々な文化・文物の流入を期待し、それを直接に担った「留学生」に焦点を絞り、テーマを設定しました。

先進文明国に位極する中国への留学生は、文化・文物を「移1iii｣。｢媒介」した存在でありますが、その果たした歴史的な

意義は、充分に明らかにされていません。

本プロジェクトは、本学大学院が発見に大きな役割を果たした「遣唐使弁真成墓誌」で培われました中国西北大学大学院

との共同研究（その成果の一部はmifil腎使の見た中国と日利朝日新聞社､2005年、として刊行）を基礎として、１．晴・

唐代の中国を訪れた東アジアからの留学生の全貌を明らかにした上で、２．古代東アジアの国々への影響を解明するもので

あります。これは、文物の「媒介者」の歴史的意雛を問う試みであり、グローバル化した現代において見失われがちな「媒

介者｣の正当な位置づけとその果たしている重要性を確認させる点において､現代的な意蕊を有する研究といえます｡また、

研究計画を遂行する中で、日本人に限定しないで、東アジア世界の若手研究者の育成を目的の一つにおいていることも、本

プロジェクトの特徴となっています。

【研究テーマ】

遡應使井真成墓誌関係史斑料の研究

日本・中国・朝鮮の「留学生」史・斑料についての研究

政治・制度・文化。思想の接触と受容からみた東アジア世界の研究

物の移動からみた東アジア世界の研究

①
②
③
④

,研究プロジェクトの参加研究者

研究課題

専修大学

荒木敏夫東アジアにおける政治史

矢野建一東アジアにおける留学生の位置

姻井明徳東アジア世界と中国。日本

高久健二東アジア世界と中国・日本

土生田純之東アジア世界と朝鮮・日本

飯尾秀幸律令制度と東アジア世界史

内藤雅雄東アジア世界と南アジア世界の交流

田中正敬東アジア世界のなかの朝鮮半島

松原朗東アジア世界における文化的人的交流

土屋昌明東アジア世界における文化的人的交流

厳基珠東アジア世界における文化的人的交流

参加鯛査・研究チーム

①．③．

①.．③

③.④

③．④

③。④．

②露.③

③．④

③.④

②．③

②.③

②.③

*lEk名刊顧テーマのチームリーダー

③.④

③．④

西北大学（中国）

王建新東アジア世界と中国

王維坤東アジア世界と中国

リサーチ･アシスタント

伊集院葉子専修大学大学院文学研究科博士後期課程（日本古代史）

窪田藍専修大学大学院文学研究科榊士後期課程（日本古代史）

桐島大我専修大学大学院文学研究科IWI士後期課程（中国古代史）
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１１月２０日（土）
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【講演】 両７７５－=－１豆可山本孝文(日本大学准教授）

「出土遺物にみる百済の対外交流」

休憩15:１０～１５２０１

'Ｓ:20～'6201宋義政（韓国国立金海博物館館長〉

「新羅の外来系文物」
通訳：高久健二

（東アジア世界史研究センター研究員／専修大学教授）
ｃ
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１１月２１日（日）

1F:写１i届;F忌扇三二二二!;二二二鴬京、
「推古朝と帝国性」

'12:00～13:001休憩

「考古学…た凰本…鮮半島｡交流’
''3:00～,4:OOl亀田修一(岡山理科大学教授）

－４～７世紀の西日本地域を中心に－」：

''4:CO～１７J;zUl休憩
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’'4:20～'6:OOl討論：

Ｌ心｡－－…－－…--.--＿…－－－－－二－－－－割ノ

【司会･進行］ 土生田純之（東ｱｼﾞｱ世界史研究センター研究風/専修大学教授）
高久健二（東ｱｼﾞｱ世界史研究センター研究貝/専修大学教授）



□講師紹介

■山本孝文（やまもとたかふみ）日本大学文理学部准教授
圭山大学校大学院考古学科博士課程修了

［主要著吝・瞼文】『三国時代律令の考古学的研究』（宮殿文化社、２００６年）『ユーラシアの風新

羅へ』（山川出版社、２００１年）「百済泗批期石室蝋の階筋性と政治制度」（『韓国考古学報』‘17、韓

国考古学会、２００２年）「新羅古蝋出土土偏の服飾と官位制」（『朝鮮学報』204、朝鮮学会、２００７年）

「７世紀における土器様式の賑換と束アジア」（『史迩』８１、日本大学史学会、２００９年）

■宋減政（ソンウイジヨン）韓国・国立金海博物館館長

ソウル大学校考古美術史学科|Ｗ±課程修了

【主要著書・臆文】「新羅の土偶」（『東アジアと日本の考古学Ⅱ、蕊制②』同成社、２００２年）
石基」（『石の奨学』、戦国国内出版）「古斌文化」（『憾物館外の文化逝産ＪＬ韓国国内出版）

R麦

■中野高行（なかのたかゆき）東京農業大学第三高等学校教諭
良應蔵塾大学大学院文学研究科iiW±課程単位取得中退

［主要著書・蹟文】『日本古代の外交制度史』（岩田香院、２００８年）「《日本書紀）ＯＩＩ副OMl21「任訓

日本府ｌ徹Ｉ（『新羅史学報】１０，２００７年）「天智朝の帝国性」（『日本歴史｣１７４７．２０１０年）

■亀田修一（かめだしゆういち）岡山理科大学総合情報学部教授

九州大学大学院文学研究科修士課程修了

【主要著書・論文】『日韓古代瓦の研究』（吉川弘文館、２００６年）『吉燗の古代寺院』（共著、吉備

人出版、２００６年）『考古箕料大観第３巻弥生・古城時代土器Ⅲ』（縞著、小学館、２００３年）

「百済古瓦考」（『百済研究』12．大韓民国忠南大学校百済研究所、1981年）「考古学から見た渡来

人」（『古文化談叢」３０（中）、１，９３年）

ｑ司会・進行紹介

■土生田純之（はぶたよしゆき）専修大学文学部教授
関西大学大学院文学研究科催±課程修了

［主要著吝・鹸文］『日本横穴式石室の系譜』（学生社、１９１１年）『鐵泉国の成立』（学生社、

年）『古斌時代の政治と社会』（吉川弘文館、２００６年）『古墳学入門』（綴著、学生社、ZoO3

『古項時代の実倣』（箱著、学生社、２００８年）『文化遺産と現代』（綱箸、同成社、２００９年）

日本の無袖横穴式石室』（編著、雄山剛、２０１０年）

】，９８

年）

『東

■高久健二（たかくけんじ）専滕大学文学部教授
韓国・東亜大学校大学院史学科博士課程修了

【主要著呑・論文］『楽浪古墳文化研究』（学研文化社、１９９５年）「騨国の倭系遺物」（『国立歴史民

俗博物館研究報告』110,2004年）「楽浪・帯方郡堺室墓の再検討」（『国立歴史民俗博物館研究報告』
151.2001年）

東アジア世界史研究センター

〒214-8580神奈川ﾘiUll崎市多庫区東三田２－１－１

TEL／044-911-1283FAX／O44-911-1348

E-mEIil：east-asia@ISO､sBnshu-uao､ｊｐ

主催：専修大学社会知性開発研究センター／束アジア世界史研究センター


